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山 大 社 会 学 同 窓 会 報 第 46 号

2024（令和６）年５月10日発行

文章を書くことそのものの意味

社会学コース 准教授 桑畑 洋一郎

2017年10月に社会心理学分野に着任した桑畑です。この同窓会報に執筆させていただくのは２回目
かと思います。改めましてよろしくお願いいたします。
本稿の執筆についてお声掛けいただいてから、どういったことを書こうかしばらく悩んでおりまし

た。何かの題材が得られないかなと思い、学部生時代の2000年から保存している文書ファイルを漁っ
てみました。結局、保存された文書ファイルの中身そのものに題材になりそうなものは特に見当たら
なかったのですが、“どこにも公開しないしするつもりもなかったそれなりの文章”を、学生時代に結
構書いていたこと（またそのことをすっかり忘れていたこと）に気づきました。そこで、これらのフ
ァイルを眺めていた感じた、文章を書くことそのものの意味、ということを本稿の題材にしてみたい
と思います。
保存されていた文書ファイルから発掘されたものとしましては、例えば、公園でスケートボードを

していたら管理者に注意された自分の経験をベースに管理社会化を論じてみた文章だとか、同性愛者
の在日コリアンが自分と家族を素材に撮影したドキュメンタリー映画を元に、マイノリティ性の重層
性（今だと「インターセクショナリティ」と言うと思いますが）を論じた文章だとかがありました。
これらの文章は、とりわけ学部生時代から大学院の博士課程を修了する2008年までの期間に集中して
います。毎年５～６本、それぞれ5,000字前後書いていました。書いた意図は自分でも思い出せません
し、どこかで公表した記憶もないのですが、とにかく何か書きたかったということなのでしょう。た
だ、こうした一連の文章が、結局全く何の意味もなかったかと言うと、そうでもないのかなと感じた
りもします。もちろん、この場で題材として再利用しているので、その点で意味はあったとは言えそ
うですが、それとはまた別のこととして、です。
例えば、上で例として挙げた２つの文章には、内容そのものというよりその基盤にある発想という

点で、現在の研究上の関心や発想と共通するところが多く存在しています。過去の行為に意味を置き
すぎかもしれませんが、学生時代に何となく持っていた関心を、公表予定もなく文章化してきたこと
で、今の研究につながっていったのかもなと考えています。
何かしらの目的が存在しなくても、とにかくそれを文章にしておくことは、雑然とした経験や思考

をそれなりの形とし、まとめ上げていくことにもつながりますし、それを将来において確認可能な形
で残しておくことにもつながります。私のような若輩者がこんなことを言うのも僭越なのですが、今
回文書ファイルを漁ったことで、文章を書くということは、人が生きる上で結構重要な意味をもたら
してくれるんだろうな、と改めて感じた次第です。

山大社会学同窓会東京支部へのお誘い

2001（平成 13）年卒 阪本 良太

山大人文学部社会学同窓会東京支部幹事の阪本良太と申します。在学中は、小谷典子先生のゼミに
所属しておりました。
去る２月 17 日（土）に、東日本在住の社会学コース（旧・社会情報論コースや社会学小講座時代も

含む）卒業生を中心に、小谷先生・坪郷英彦先生・横田尚俊先生をお招きして、東京支部同窓会総会
・懇親会を、新宿区四谷の主婦会館プラザエフにて催行いたしました。数年ぶりの開催となり、新型
コロナ禍の国民総自粛生活明けという解放感もあってか、20 代から 80 代までの約 20 名にご参加いた
だき、盛会のうちに終了することができました。私も含めた（20代からアラフィフまでの）「若手」有
志は、その後四谷駅周辺で２次会、３次会と盛り上がり、夜更けまで楽しいひとときを過ごしました。
近年は参加された先生方の最近の研究内容などを講話していただき、東京支部の活動をご報告した

後（年次総会も兼ねております）、酒食と懇談の時間に移るという流れで進行しておりましたが、今回
は堅苦しいことは抜きにして、飲食しながら順番に、参加者の近況について紹介していただきました。
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特に昨年は、東京支部代表の原早苗先輩（1973 年専攻科卒）が長年消費者問題に取り組まれた功績
により、総理大臣表彰（消費者支援功労者表彰）を受けられたほか、元衆議院調査局長の山本直和先
輩（1977 年卒）が秋の叙勲で瑞宝章重光章を授与されるなど栄典続きだったことは、人文学部同窓会
報『鴻文』第 43号に報じられた通りです。
近況報告の中で、山口大学ならびに人文学部人文学科社会学コース、そして同窓会を取り巻く状況

について、横田先生からご報告いただきました。
新年度より、速水聖子先生が人文学部の学部長に就任されるとうかがい、参加者一同色めき立ちま

した。社会学コースから学部長が選出されるというのは大変名誉なことですし、特に年若い卒業生た
ちは、実際にお世話になった先生ですから感慨も一入なのではないかと思います。
また、横田先生ご自身が 2024 年度いっぱいで定年退職されるとのこと。最終講義については、「い

いよ、俺はそんなのやらないよ～」と仰っていましたが、その場で小谷先生より来年３月に開催され
ると予告がありましたので、先生にお世話になった卒業生は、日程が明らかになった暁には、万難を
排して会場に駆けつけましょう。
さて、当会は山大人文学部社会学同窓会東京支部と名乗っておりますが、本来は社会学同窓会の支

部であり、人文学部同窓会「鴻文会」と直接の本支関係はありません。他学部の同窓会は地方支部の
窓口があったりしますが、鴻文会には地方組織がなく、当会が事実上、関西以東の東日本の鴻文会窓
口ともなっております。昨今はどこの同窓会も安定的な存続を目指しており、学部を横断した東日本
での連携協力の可能性を検討したり、イベントに相互参加したりしています。
東京支部では現在、東日本に在住する 100 名程度の社会学卒業生の動向を確認しておりますが、総

じて若い世代は転入・転出が多く、案内が転居先不明で返送されてくることがあります。社会学同窓
会だけでは移転先を把握できず、最近は鴻文会本部へ情報提供をお願いする頻度が高くなっておりま
す。転居される際は鴻文会はもとより、社会学同窓会にもご一報くださいますようお願いいたします。
冒頭で触れたとおり、東京支部では例年年明けに総会・懇親会を開催しております。近年は先生方

にも快くご了承いただき、遠路足をお運びいただいています。先生方やゲストの講話で学生時代の向
学心を呼び起こすもよし、在学時の懐かしい話をして旧交を温めるもよし、様々な分野で活躍してい
る卒業生各位の話を聞くもよし、東京支部のイベントに関心がおありの皆様は、社会学同窓会事務局
へお気軽にご連絡ください。東京支部より総会・懇親会開催のご案内をいたします。常連の皆様のみ
ならず、まだ見ぬ卒業生の皆様のご参加を心よりお待ちしております。

出会いに恵まれた大学生活

2024（令和６）年卒 久保 みのり

この度、私たちは晴れて卒業を迎えることができました。コロナ禍という、これまでにない不安が
ある中で始まった大学生活でしたが、先生方をはじめ、人文学部の教職員の方々が支援をしてくださ
ったおかげで、充実した大学生活を送ることができました。心より感謝いたします。
無事に卒業を迎えた今、山口大学での大学生活を振り返ると、出会いに恵まれた４年間だったと思

っています。
特に、市民活動に関わる方達と、現代社会学の講読や調査実習、演習の授業を通して出会えたこと

が、私にとって貴重な経験となりました。
「市民活動」とは、地域課題や社会課題の解決を目的に市民が主体的に行う活動で、具体的には、ひ
とり親支援の活動や、スマホ教室の開催による市民同士の交流の場の提供などがあります。講読と演
習の授業では実例を通して、活動が市民の生きがいづくりを担っていることと、活動の運営資金や担
い手の確保において課題があることを学びました。調査実習では、市民活動を担っている方や、活動
団体の支援者から直接話を聞くことができました。そこでは、市民活動の内容や意義、活動の支援方
法をはじめ、支援の質を上げるために、活動の担い手の方々が自己研鑽をしていることを知ることが
できました。具体的には、同じ課題の解決に取り組む他地域の団体の調査や、行政、企業、学校との
連携を図るなど、専門性の向上に努めていました。
こうした授業をきっかけに私は、活動の現場を見て、より当事者のことを知りたいと思うようにな

り、ボランティアとして市民活動に参加するようになりました。そこでは、地域課題、社会課題の解
決に対する活動の担い手の方々の強い思いや、活動が実際に市民の生活を支えているということを、
より強く実感することができました。
授業やボランティア活動の中で、市民活動に関わる方々と交流した経験を踏まえて、私は、地域課

題の解決に取り組み、快適な生活を市民に提供したいと考えるようになりました。さらに、市民がや
りたいことをやれるような環境を作り、整えていきたいとも思い、それが自身の進路選択に繋がりま
した。
私は山口大学での４年間を通して、大学内外で多くの新しいことを経験し、自身の知見や価値観を
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広げることができました。今後も様々なことに関心を持ち、大学で得た自ら学ぶ姿勢を大切にして、
新天地でも精進してまいります。
最後になりましたが、この４年間で大変お世話になりました、人文学部の職員の皆様、先生方、そ

して一緒に学んできた友人に心から感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

人文学部社会学コース第43回（通算72回）卒業生
2023（令和５）年９月、2024（令和６）年３月卒業

氏 名 卒論テーマ 進路先
荒木 智美 現代社会における子どもを持つことの意味に関する考察 山口県警察

有吉 望来 酒まつりによる地域活性化 JK ホールディングス株式会社
飯國 由香 セクシャルマイノリティへの認識とジェンダー観 ―当事者外の若者に注目して

シーエスエー株式会社

板橋 碩人 歴史的環境保存をめぐる地域活性化の取り組み （一財）西日本小型自動車競走会

市原 沙南 女性アスリートにおける無月経の経験と「理想の身体」

―女性長距離ランナーのライフストーリーを中心に― 山口県庁

稲垣 琴音 現代の都市開発における地域コミュニティの考察

―福岡市アイランドシティを対象として― 九州防衛局

今田 花笑 山口県と性的マイノリティ ―山口レインボープライド 2023 から JA 山口県
ウ カセン アートプロジェクトによる社会包摂の促進：YCAMの事例を通して

東京芸術大学大学院研究生

江村 咲枝 女性アルコール依存症者における自助会の役割について 全農パールライス株式会社

大畔地悠一 恐怖管理理論における死と文化的世界観 防衛省自衛隊

大崎 士 青年期に身近な存在に推しを作る意味 九州大学大学院

大崎 雄也 整形と自己と他者への認知の変化 株式会社西川ゴム

大中 梨子 慢性疾患との共生 ―１型糖尿病患者の子を持つ親へのインタビュー調査から

川上 平祐 会食恐怖症の人々における他者との関わり方 株式会社星野リゾート

河津 創大 位置情報共有アプリが友人関係に与える影響 日田市立三隈中学校

河野 笑佳 住民参加による地域づくり活動の継承と展開 ―大分県宇佐市深見地区の事例―

中津市役所

楠木 花怜 廃校リノベーションによる地域活性化 広島国税局

久保みのり エリアマネジメントによるまちづくりの可能性

―浜松市サザンクロスほしの市を事例に― 浜松市役所

児玉 凌 過疎集落における地域住民の生きがいづくり 株式会社ミツトヨ

鈴川 幸来 見られるものとしての身体 ―青年期の男性を事例とした体毛の文化史―

山口県産業技術センター

高山 太 喫煙所の形成 ―大学周辺の観察を通して （株）フジパン

谷口 暖人 少年 Aとは何者なのか ―両親・教官・本人が語る「少年 A」の姿
石川県立志賀高等学校

田原 未唯 観光対象としての野生動物と地域社会の共生 中国電力株式会社

千葉 彩夏 同担拒否における嫌悪感と推しへの視線 株式会社山口フィナンシャルグループ

塚田 月 花きへの意識に関する研究 ―販売者へのインタビューをもとに

キャタピラー九州株式会社

堂満聡一郎 都市における公害反対運動とその後のまちづくりの展開 株式会社コミット

徳永 帆南 世界史教師の教育観に関する考察 ―ライフストーリーの分析から 長崎労働局

野中 綾乃 子ども虐待防止における CAPプロジェクトの社会的役割 山口県社会福祉協議会

平田ここの 子どもの貧困をめぐる市民活動の展開 フォーシーズ株式会社

二場 聖士 メディアによる甲子園の「物語」についての社会学的考察

牧 美優 友人関係におけるキャラ化の促進要因と抑制要因 株式会社ドコモ CS 九州
松浦 優 持続可能な地域づくりの可能性に関する社会学的考察

―シンボルとしての瀬戸内レモン― 株式会社タカキベーカリー

三名田春香 他者の存在が痩身願望に与える影響 株式会社広島銀行

安田 明香 ピアスの自己回復の効用について 株式会社働楽ホールディングス

山下真里菜 わたしの身体は誰のもの ―現代日本におけるピアッシングの諸相―

株式会社トッパングラフィックコミュニケーションズ

山田 快 小規模フードバンクと地域社会 静岡市役所
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人文科学研究科（大学院）現代社会研究コース第38回修了生
2024（令和６）年３月修了
氏 名 修論テーマ 進路先

于 潼 在日外国人の医療利用実態に関する研究

―日本で受診経験がある外国人へのインタビューより

屈 融 日本と中国の SNSフェミニズム運動についての計量分析
山口大学大学院東アジア研究科

張 倩 現代中国におけるレズビアンカルチャー

―オンラインコミュニティとオーラル・ヒストリーの分析を中心に―

張 聡 中国における特殊教育学校の現状をめぐる文化人類学的研究

☆山口大学社会学同窓会総会のご案内

コロナ禍で中止となっておりました社会学同窓会総会を、５年ぶりに下記の要領で開催い
たします。新入会員の激減、財政逼迫の下で、今後の同窓会組織・運営のあり方等について
検討する予定にしておりますので、ぜひ総会にご参集いただき、ご意見をお聴かせください。
なお、今回は人文学部の小講義室を総会会場とし、全体での懇親会開催を予定しておりま

せんので、事前の出欠確認をいたしません。直接、会場へお越しください。

◯開催日時：2024年６月１日（土） 15:00～

◯会場：山口大学人文学部小講義室

山口大学吉田キャンパスの地図は、山口大学ホームページの大学紹介→キャンパスマップの順で
クリックしてご覧ください。
なお、総会当日は、山口市の一の坂川ホタル観賞Week！（６月１～７日）初日となります。

☆社会学同窓会・社会学研究室からのお知らせとお願い

2023年度は、社会学コースで学んだ 36名と大学院人文科学研究科現代社会研究コースに在籍し
た４名が学び舎を後にしていきました。改めて、卒業生・修了生の皆様のご健勝を祈念いたしま
す。
社会学コースの速水聖子教授が、2024 年４月より人文学部長に就任されました。社会学同窓会

員の皆様には、大学・学部へのよりいっそうのご支援をよろしくお願いします。
同窓会報の送付先ご住所に変更等がありましたら、ご面倒でも、はがき・封書、FAX、電子メ

ールのいずれかの方法にて、下記の社会学同窓会事務局までお知らせください。

１ はがき等、郵送にてお知らせいただく場合には、下記住所宛にお送りください。
〒753-8540 山口市吉田1677-1 山口大学人文学部社会学研究室 山大社会学同窓会

２ FAXでお知らせいただく場合には、下記の番号に送信してください。
083-933-5221（社会学共用室）

３ 電子メールでお知らせいただく場合には、下記アドレス宛にご連絡ください。
socioyama78@gmail.com


